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【研究の背景と目的】 

医学系研究においては本来得られるはずであったデータのうち一部が欠測したデータし

か得られないことが起こりうる 1)。このような欠測は解析の段階で適切な処理を行わなく

ては、バイアスや推定精度・検出力の低下をもたらすこととなり、研究の最終的な結論に

も重要な影響を及ぼす可能性がある 2)。特に、データの欠測の避けられない問題として、

有害事象による投与中止などが挙げられる。近年、欠測データの取り扱い方に関する学術

報告書”The prevention and Treatment of Missing Data in Clinical Trials”を発端とし

て、欠測データについての議論が活発となりガイドラインの作成が進むなど、この問題に

対する注目度は高まっている。 

今回の発表では、欠測データに対する基本的な考え方について解説し、さらに欠測メカ

ニズムを考慮して欠測を発生させたデータに対して、異なる解析方法を用いることで結果

がどれほど変化するかを示した論文 3)4)5)の解説を行う。 
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